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ポー ラン ド民族音楽 学にお ける

ピウスツキの足跡 と意義

田 村 進*

1.は じ め に

ピウス ツ キPiisudski,Bronis丑awは,ア イ ヌや ギ リヤ ー ク の言 語,生 活,文 化 を研 究

した民 族 学 者 で あ って,民 族 音 楽 学者 で は な い。 彼 の数 多 の著 作 や 論 文 の なか で 民 族

音楽 に つ い て論 じた もの は皆 無 に等 しい 。 ワル シ ャ ワ大 学 音 楽 学 研究 所 長 で 民 族 音 楽

学者 の チ ェ カ ノ フス カ教 授Czekanowska,Annaは 「ポ ー ラ ン ドの民 族 音楽 学 者 で ピ

ウス ツキ を研 究 した者 は誰 もい な い」 と言 い 切 って い る。 これ は 当然 で あ ろ う。 しか

し,私 は,ピ ウス ツ キが1911年 にタ トラ協 会 の民 族 学 部 門を 設 立 し,1914年 ま で タ ト

ラ山麓 の 町 ザ コパ ネに滞 在 して ポ ドハ レ地 方 や そ の周 辺 地 域 の 民族 学 的収 集 に従 事 し

て い た の で,こ の時期 に民 族 音 楽 と深 く関 わ って い た の で はな いか,と 推 量 した。 こ

の ポ ドハ レ民 謡 は,ポ ー ラ ン ド平 野地 帯 の民 謡 とは全 く異 な って,旋 律 も下 降 型 が 多

く,多 声 的 に歌 われ る。舞踊 で は,グ ラル ス キの よ うに,女 性 よ り も男 性 が主 役 に な

って い るが,歌 で も男 性 が高 音 域 で 歌 い主 導 的 役 割 を担 って い る。 歌 詞 も,単 語 の 最

初 の 音節 に ア ク セ ン トを付 けて 歌 わ れ るが,こ うい うア ク セ ン トは古 い 時代 の 名 残 り

だ とい う。 この よ う に,こ の地 方 の 民 謡 は 民族 学 や言 語 学 に と って も研 究 課 題 の一 つ

にな って い るが,こ れ を ピ ウス ツ キが 見逃 す は ず は な か ろ う。 しか し,彼 は民 族 音 楽

に ど う取 組 ん だ ので あ ろ うか 。 私 は,こ れ を 明 らか にす るた め,1985年10月,短 期 間

で は あ った が,ザ コパ ネ の タ トラ博物 館 を訪 ね,館 員 の ガ ヴ ォ ン ト女 史Gaw組,Ewa

の 助言 を得 な が ら,諸 資 料 を検 討 し1911年 か ら1914年 頃 まで の ピ ウス ッ キの 足 跡 を 辿

って み た。 更 に,ザ コパ ネ の シマ ノ フス キ 博 物館 とワル シ ャ ワ大 学 音 楽 学 研 究 所 で も

関連 資 料 に 目 を通 した 。

そ の結 果,ピ ウス ツ キが,ズ ボ ロ フス キzborowski,Juliusz(1888～1965年)に

大 きな影 響 を与 え た こ と,そ して ズ ボ ロ フス キ の民 謡 収 集 と研究 成 果 が ポ ー ラ ン ド音

楽 学 の泰 斗 フビ ヌス キChybi�ki,Adolf(1880～1952年)と 現 代 ポ ー ラ ン ドの 偉大
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な作 曲家 シマ ノ フス キSzymanowski,Karol(1882～1937年)の 活動 に大 き く貢 献

して い る こ とが判 明 した。 特 に,ピ ウス ツ キが,1914年 に ポ ー ラ ン ドで初 めて,フ ォ

ノ グ ラフ,つ ま り蟷 管 録 音 再生 機 で 民 謡 を録 音 し収 集 す る とい う仕事 を ズ ボ ロ フス キ

と共 に成 し遂 げ た こと は注 目 され る。 これ は周 知 の事 実 だ った が,こ れ まで ピウス ッ

キ の 名 はズ ボ ロフ ス キの 名 の 背 後 に 隠 れ て い た。 この仕 事 の 先 鞭 を つ けた の は,実 は,

ピ ウス ツ キだ った ので あ る。彼 が これ か ら幅広 くポ ドハ レ民 謡 の 調査 研 究 を 始 め よ う

と して いた とき,第 一 次世 界大 戦 が勃 発 し,間 もな く,彼 はオ ー ス ト リア政 府 に よ っ

て 国 外 に追 放 され て しま う。彼 の仕 事 は挫 折 した。 しか し,彼 が播 い た種 はズ ボ ロ フ

ス キな どを通 して 大 き く実 って い る。 そ の意 味 で は,ポ0ラ ン ド民 族 音 楽 学 の な か で

ピウス ツキが 残 した足 跡 は きわ め て大 き い もの が あ ろ う。

以 下,こ の 小 論 で は,ま ず第 一 に,ズ ボ ロ フス キの 論 文 「民 謡 収 集 の問題 に つ い て

Ozagadnieniachzbieraniamelodiiludowych」[ZBOROWSKIl972:307-328]の

な か で,ピ ウス ツキ に触 れ た部 分 を 引用 し紹介 して,ザ コパ ネ時 代 の ピウス ツ キ の活

動 とズ ボ ロ フス キ との関係 の 一 面 を 明 らか に し,第 二 に,ズ ボ ロ フス キ と フ ビヌ ス キ

及 び シマ ノ フス キ の関 係 につ き簡 単 に言及 した い。

2.ピ ウ ス ツ キ とズ ボ ロ フ ス キ

ズ ボ ロ フス キ は ク ラ ク フ の 大 学 で 言 語 学 を学 ん だ後,1913年 か ら20年 まで ノ ヴ ィ

・タ ル クNowyTargの ギ ム ナ ジ ゥ ムで教 鞭 を と り,22年 か ら65年 ま で タ トラ 博 物

館 の館 長 を つ と めた 。 彼 は いわ ば民 族 学 者 で はあ った が,生 涯 ポ ドハ レ民 謡 の 収 集 と

研 究 に力 を注 ぎ,民 謡 を約 百 本 の蝋 管 に録 音 し,数 百 の旋 律 を 記 譜 した と言 わ れ て い

る。 これ らの蝋 管 は散 逸 し現 存 して い な いが,そ の 一 部 が1920年 に フ ビヌス キ によ

って 記 譜 され,1927年 に 「ポ ドハ レの 山岳 地 帯 の 音楽 に つ いてOmuzyccg6rali

podhala�kich」[%HYBIIv$KI1961]と い う論 文 な ど に掲 載 され た。

ズ ボ ロフ ス キ の論文 は,ピ ウス ツ キ と出 会 った 頃 の思 い出 か ら書 き始 め られ て い る。

『そ れ は も う昔 の こ とだ った。20年 前,私 は ポ ドハ レに行 きた か った の で,ク ラク

フで定 職 につ くこ とを諦 め た。 大 学 の 町 か ら離 れ た ノヴ ィ ・タル ク で職 に就 くの は容

易 だ った。 … …私 は教 師 の 仕 事 は0時 的 な もの だ と考 え て い た。 と い うの は,方 言 の

研 究 だ けが 私 の 関心 事 だ っ たか らで あ る。 ポ ドハ レに来 た の も,そ れ が 目的 だ った。

しか し,間 もな く,私 の主 要 な興 味 は 完全 に民 族 学 に移 った。 そ の理 由は,私 が 山人

達 の慣 習 や 日常生 活 に接 して い た とい う こ とよ りも,新 しい知 人 に影 響 を受 け た か ら
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で あ った。 彼 はザ コパ ネや タ トラ山麓 一帯 の民 族 学 的 研 究 の手 は ず を整 え,ポ ドハ レ

地 方 の新 しい魅 力 を 調 査 し,ノ ヴ ィ ・タ ル クや その 周 辺 に足 を 伸 ば して いた 。 … … あ

る時,私 の所 に,身 な り は質 素 だ が,目 が魅 力 的 な年 配 の紳 士 が 訪 ね て き た。 表 情 は

爽 や か で,声 もす が す が し く,気 取 らた所 は な く,礼 儀 も正 しい。彼 は,ほ ほえ み な

が ら手 を差 し出 し,"知 人 の知 人 を通 して,い わ ば人 か ら聞 いて,あ な た を訪 ね て きま

した 。私 が プ ロニ ス ワ フ ・ピ ゥス ツ キで す"と 言 った。』[Z$OROWSKIl972:307-

308]

これ は1913年 の こ とで あ る。 こ の 頃 ピウス ッ キは,「 タ トラ博 物 館 につ いてW

sprawachMuzeumTatrzahskiego」[PlxSUDSKIl921:147-188]で 書 いて い るよ

うに,博 物 館 建設 の 構想 を練 り,そ の実 現 に着 手 して い た 。 そ の ため 彼 は,作 家 や詩

人 も含 めて,タ トラ山岳 地 帯 の生 活 や慣 習 の研 究 に関 心 を 持 つ人 び とを 組 織 して い た。

ズ ボ ロ フス キ もそ の一 人 とな っ た。 ピ ウス ツ キ は 自分 の構 想 を語 り,彼 に協力 を求 め

た が,2入 の 意見 は完 全 に一 致 した。 この時 か ら,年 齢差 を越 え て,2人 の交 友 関係

は深 ま って い く。

ヤ『それ 以来
,私 は ビス トレの彼 の下 宿 に足 繁 く通 った 。 彼 の部 屋 に はア イ ヌ や ギ リ

ヤ ー クの生 活 に 関す る手 稿 や,東 ア ジァ の民 族 学 関係 の 出 版物 が あ り,壁 に は ア イ ヌ

の祭 司 の衣 裳 を着 た ピ ウス ツ キの絵 が掛 け られ て い た 。彼 は,時 に は顔 を曇 らせ な が

ら,流 刑 され て滞 在 した と きの"ア イ ヌ王"の こ とや,自 分 の研 究 の こ とにつ い て語

った。 … … あ る時,彼 は,内 部 に綿 を敷 きつ め た木 製 の小 さ な箱 を 取 出 し,ア イ ヌ の

歌 を 録 音 した多 くの蝋 管 を私 に見 せ て くれ た 。 残念 な が ら,彼 は録 音再 生 機 を 持 って

い なか った。 ただ,彼 が 自分 の ポケ ッ ト ・マ ネ ー で 買 った多 量 の蝋 管 だ け が彼 の所 有

物 だ った 。私 は,こ れ は僅 か な 出費 で済 む よ うな 日用 品 だ と思 った 。 彼 は,蝋 管 の作

成 に使 う素 材 が長 持 ち しな いの で,録 音 収 集 に は お金 が か か る,と こぼ して いた 。 振

動 板 下 の針 で つ け た デ リケ ー トな 音溝 を 定着 させ る た め に は,電 気録 音 に よ る デ ィ ス

クの 作 成 が必 須 の条 件 で あ る。 ウ ィー ンや アメ リカ な ど,外 国 で は,民 謡 や各 地 の方

言 を こ うい う デ ィス クで 収録 した も のが 作 られ て い る。』[ZBoRowsKIl972:309-

310]

彼 らは,録 音 収 集 の 仕 事 を成 功 させ るた め に は デ ィス ク が必 要 で あ る こ とを 理 解 し

た が,こ れ を個 人 で 買 う お金 は な か った 。 しか し,ウ ィ ー ンァ カデ ミー で は この 機 器

を 備 え て い る だ ろ うか ら,容 易 に借 用 しあ る いは入 手 で き るだ ろ う と,軽 く考 え て い

た 。 早速,彼 らは ウ ィ ー ンの フ ォノ グ ラ フ ・ア ル ヒー ブ,ク ラ ク フの録 音 再生 機 店,

そ して そ の 頃 ウィ ー ン に滞在 して い た音 楽 学者 の フ ビヌ ス キ教 授 に も手 紙 を書 いて,
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デ ィス ク用 機 器 の型 式 と定 価 を問 合 わせ た と こ ろ,費 用 が2千 ク ロー ネに もなる こ と

を知 った 。 個 人 で は負 担 で き な い金額 で あ った 。

『プ ロニ ス ワ フ ・ピ ウス ッ キ はそ の 頃 ク ラク フ に長 く滞 在 して い た。 彼 は そ こで 科

学 ア カ デ ミー ・人 類 学 委 員 会 の民族 学 部 門 の 書 記 と して 働 い て い た。 彼 は外 国 の 民 謡

収 集 家 達 の手 紙,定 価 表,内 容 見本,機 器 の 説 明書,デ ィス ク製 作 所 案 内 を取 揃 え た

の ち,当 時 の科 学 ア カ デ ミー書 記局 長 に会 見 した い と申入 れ た。 その 希 望 は叶 え られ

な か った 。 心 を痛 め た ピウ ス ツ キは,原 則 上 拒 否,と 記 さ れ た書 記 局 長 の メモ 用紙 を

私 に見 せ て くれ た。 大 変 良 くな い!』[ZBoRowsKI1972:311]

デ ィス ク用 の機 器 を,科 学 アカ デ ミーで は購 入 して くれ な い ので,2人 は途 方 に暮

れ,や む を 得 ず フ ォ ノ グ ラ フの 借 用 に奔 走 す る。 しか し,そ の 頃 は ク ラ クフで も最新

式 の グ ラモ フォ ン,つ ま り蓄 音機 とデ ィス ク(円 盤 式 レ コー ド)が 普及 し始 め て い た

の で,時 代 遅 れ の旧 式 な フ ォノ グ ラフの 借用 又 は入 手 は困 難 だ った 。 そ こで ピ ウス ツ

キは,ウ ラジ オス トックに住 む友 人 の 民族 学 者 に フ ォ ノ グ ラ フ借 用 を 申 し込 ん だ り,

そ の 他 あ らゆ る手 立 て を尽 くす が,結 局 ズ ボ ロフ ス キ が フ ォ ノ グ ラ フー 式 を 分割 払 い

で ス イス か ら購 入 す る こ とに な った。 ス イ ス か ら荷 物 が 届 いた の は1914年 の4月 中旬

で あ った。

『私 はす ぐプ ロニ ス ワ フ氏 に 荷 物 が着 いた こ とを 知 らせ た が,折 返 し彼 か ら"あ

な た と同 じよ う に私 も大 変 嬉 しい"と い う返 事 が 来 た 。 早速,山 岳 地 帯 の 旋 律 の録

音収 集 が始 ま った 。 蟷 管 は す ぐ使 い果 して しま う。 ポ ドハ レ民 謡 の 名 奏者 バ ル ト.ウ

シ ・オ ブ ロ フタBartusObrochtaの 演 奏 も ほん の 一 瞬 だ け しか 収 録 で き な い。』

[ZBoRowsKI1972:313]

ポ0ラ ン ドで最 初 の録 音収 集 は,こ の よ う に,ピ ウス ッ キ とズ ボ ロフス キの努 力の

結 果 実 現 した 。 バ ル トゥ シは オ ブ ロ フタ楽 団 ヴ ァイ オ リン3人,バ ス1人 の

リー ダ ー で あ った。 彼 らは独 学 の アマ チ ュ ァ演 奏 家 だ が,そ の 即興 的 演 奏 と音 感 覚 は

抜群 で,後 年 シマ ノ フス キ も これ を聴 い て驚 嘆 しポ ドハ レ民 謡 へ の 関心 を 高 め た ので

あ る。

『しか し,問 題 は ま だ半 分 しか 解 決 して いな か った 。 フ ォノ グ ラフ に よ る採 譜 の 開

始 は共 通 の喜 び で は あ った が,プ ロニ ス ワ フ ・ピウス ツ キは ア イ ヌ の歌 を録 音 した 蝋

管 の耐 久 性 に不 安 を抱 き悩 ん で いた 。電 気 録 音 によ るデ ィス ク作 成 とい う方 法 で,こ

れ らを複 製 して お ふ な け れ ば,こ れ ま で の仕 事 はす べ て 水 泡 に帰 して しま うだ ろ う。

ま た,軟 らか い材 料 で 作 られ た 蝋 管 に録 音 され た もの を 再生 す る場 合 で も,録 音 時 に

針 で刻 まれ た デ リケ ー トな音 溝 が,天 候 の状 況 に影 響 され て,す りつ ぶ され,傷 つ き,
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破 壊 され て しま うか も しれ な い 。私達 は ど うす る こ と も出来 な か った。』[ZBOROWSKI

1972:313]

しか し,ピ ウス ッ キ とズ ボ ロフ ス キ は思案 の末,あ る ウ ィ ー ンの学 者 の 申出 を受 入

れ よ うと決 心 した。 それ は,オ リジ ナル の 蝋管 を譲 っ て くれ るな ら,金 属 板 の 複 製 を

無 料 で作 成 す る とい う 申出 だ った 。 しか し,第 一 次 世 界 大戦 が始 ま って いた た め,こ

れ は立 消 え にな って しま った。

『ピ ウス ッ キは す ぐス イスへ 行 った 。 彼 は,ア イ ヌ の蝋 管 の成 行 きを心 配 して,そ

こか ら数 回 私 に手 紙 を書 き送 って きた。 私 の 山岳 地 帯 の蝋 管 は 出来 るだ け密 封 して 保

存 した。』[ZBoRowsKI1972:314]

そ の後 ズ ボ ロ フス キ は ピウス ッキ と再 び会 う こ とは な か っ た。

3.ズ ボ ロフス キ と フ ビヌ スキ及 び シ マ ノ フス キ との関 係

フ ビヌ ス キ は音 楽 学者 で,戦 前 はル ヴ フ大 学 の 教授 を つ とめ,戦 後 は ポズ ナ ニ大 学

音楽 学研 究 所 長 とな った。 専 攻 は ポ ー ラ ン ド音 楽 史 だ が,研 究 分 野の 幅 も広 く,著 書

・論 文 ・評論 の数 は総 計650点,民 族 音 楽 関係 で は45点 に も及 ん で い る。 そ の 殆 どが

ポ ドハ レ地 方 の民 謡 に 関 す る もの で あ る。 ポ ー ラ ン ドの 音楽 学者 で,直 接 にせ よ間 接

にせ よ,彼 の教 えを 受 け な か った 者 は いな い。

彼 は,第 一 次 世 界 大戦 頃 か ら,ポ ドハ レ民 謡 の研 究 の た め,毎 年 夏 をザ コパ ネで 過

ごす よ うに な った。 前 述 した よ う に,ピ ウス ッキ とズ ボ ロ フス キが,デ ィ ス ク用機 器

につ いて,彼 に問合 わ せ の手 紙 を書 い て い る と ころを 見 る と,彼 らの 関係 は 当初 か ら

親 密 だ った よ うだ。 そ の 度 合 い は,第 一 次 世界 大 戦 後,更 に深 ま って い く。 こ の頃 の

こ と をズ ボ ロ フス キ は次 の よ うに書 い て い る。

『世 の 中が 平和 に な った 時,再 び私 の"蝋 管"の 成 行 きが 心 配 にな った。 私 は,今

回 は ポ ー ラ ン ド政府 当局 の援 助 を 受 け られ るだ ろ う と確 信 して い た。 しか し,も う一

度 こ の蜷 管 を 全 部複 製 す るだ けの 価 値 が あ る のか?あ るい は,す べ て 新 し く録 音 し

直 す必 要 が あ るの か?ち ょう どそ の 頃,フ ビ ヌス キ教 授 が,タ トラ博 物 館 宛 の手 紙

で,山 岳 地 帯 の音 楽 と楽 器 の研 究 に取 りか か った と伝 え,博 物館 の収 集 物 の な か に旋

律 の手 稿 が な いか と問 い合 わせ て きた 。 そ うい う もの は無 い が,た だ フ ォ ノ グ ラ フで

録 音 した 蝋管 は あ る と返 事 を書 き,更 に これ らの蝋 管 の成 行 きは保 証 で き な いの で,

これ を 使 うな ら出来 るだ け早 い ほ うが 良 い と伝 え た。』[ZBoRowsKI1972:314]

フ ビ ヌス キ に よ って この 蝋管 の旋 律 が 全 部,楽 譜 と して,書 き取 られ た と い う。 そ
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れ は1920年 の こ とで あ った 。 そ の過 程 で 音 溝 は傷 つ き破 壊 され て蝋 管 は ス ク ラ ップ と

化 して しま った。 そ の他 の 蝋管,例 え ばオ ブ ロ フタ の演 奏 や古 い 時代 の歌 を 録 音 した

ものは貸 出 され た た め散 逸 して しま った,と い う。 と もあれ,フ ビヌ ス キが 収 集 し記

譜 した ポ ドハ レ民 謡 は約300曲 で,そ の な か に は ピウス ッ キ とズ ボ ロ フス キが 収 録 し

た もの も含 ま れ て い る。 フ ビ ヌス キ の ポ ドハ レ民 謡 の研 究 は,ポ ー ラ ン ド民 族 音 楽 学

史 上,非 常 に 重 要 な位 置を 占め て い るが,タ トラ博 物 館長 と して これ に大 き く貢 献 し

た のが ズ ボ ロ フス キ で あ った 。

シマ ノ フス キが ポ ドハ レ民 謡 に注 目 しザ コパ ネ に定 住 したの は1922年8月 か らで あ

った。 この 民 謡 の 独創 性 に,シ マ ノ フス キ の 目を 向 け させ た の は,フ ビヌ ス キ と ズ ボ

ロ フス キで あ った 。 この 頃 の こ とを フ ビ ヌス キ は次 の よ う に書 いて い る。

『1922年 以 来,シ マ ノ フス キ は"ザ コパ ネ無 しで は生 き られ ぬ"グ ル ープ の0員 に

な った。 … … タ トラ博物 館 は ユ リウ シ ・ズ ボ ロフス キの献 身 的 で 賢 明 な 配慮 に よ って

り っぱ に充 実 し発 展 した 。彼 は 山岳 地 帯 の音 楽 や 方 言 を ポ ー ラ ン ドで 初 め て フ ォ ノグ

ラ フに録 音 収 集 した人 で あ り,こ の地 域 の研 究 ・開 発 に身 を 捧 げ て い る。… … 彼 は や

が て シマ ノ フス キ と きわ め て親 しい 友 人 と な った。 バ レエ"ハ ル ナ シ ェHarnasie"

の台 本 作 者 もこ の頃 タ トラ博 物 館 に足 繁 く通 って いた 。"山 人 た ちの財 産管 理 人"の ズ

ボ ロ フス キ は,何 百 とい う数 に わた って収 集 した 山岳 地帯 の民 謡 を シマ ノ フス キ に,

時 ど き歌 って聴 かせ て いた。』[GHYBIIVSKIl980:15-17]

シマ ノ フ ス キ は この よ うに ズ ボ ロ フ ス キか ら多 くの もの を学 び とって い る。 彼 は,

1924年 の 論 文 「山岳 地 帯 の 音 楽 につ いてO muzyce g�alskiej」 の な か で,ズ ボ ロ

フス キに触 れ,『 彼 は ポ ドハ レ民 謡 の 歌 詞 に つ い て は生 きた百 科 辞 典 で あ る。 ポ ドハ

レの殆 ど すべ て の歌 詞 を 系統 的 に ノ ー トに書 き記 し,そ れ らを博 物 館 の彼 の 部 屋 の書

棚 に きちん と しま って い る。』[SzYMANowsKIl984:105]と 書 い て い る。

シマ ノ フス キ の後 期 の傑 作,例 え ば,ピ アノ 曲 「20のマ ズ ル カ」 作 品50,バ レエ

「ハ ル ナ シ ェ」 作 品55,「 第 四 交 響 曲」 作 品60な どは,ポ ドハ レ民 謡 に根 ざ した作 品

だ が,こ うい う彼 の 創 作 に ズ ボ ロフ ス キが大 き く貢 献 した こ とは 明 らか で あ ろ う。 シ

マ ノ フス キは ス イ スや1 ¥ｰリか ら もズ ボ ロフス キに宛 てて 手紙 を書 い て い るが,そ の文

面 には相 互 の信 頼 と友 情 が 感 じられ る。 病 状 悪化 の ため 寒 い ザ コパ ネ に住 む こ と を医

師 か ら禁 じ られ た シマ ノ フス キは,1936年8月24日,ズ ボ ロ フス キ宛 の最 後 の手 紙 で,

ザ コパ ネ の別 荘 を 引払 い一 切 の 家財 道 具 や 書 類 の管 理 を彼 に 依 頼 し,『 今 す ぐザ コパ

ネ に戻 れ た らどん な に いい だ ろ う/現 在 の 生 活 はす べ て何 も 楽 しい こと は な い!

そん な こ とを考 え るな,と で も 言 う の か,ユ ー レ ック?… …』[BRONOWIcz・Cxy・
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LINSKAl958:467]と 結 ん で い る。 ズ ボ ロ フス キの努 力 に よ って,シ マ ノ フ ス キ の

遺 品 や手 稿 が保 存 され,現 在 の シマ ノ フス キ博 物 館設 立 が可 能 にな った と言 って もよ

か ろ う。

4.結 び に 代 え て

ピ ウス ッ キが ザ コパ ネ と ク ラ ク フで活 動 した期 間 は,僅 か3年 余 で はあ った が,そ

の業 績 は きわ め て大 きか っ た。 特 に 彼 が各 分 野 の 専 門 家 を共 同研 究 者 と して 組織 した

こ とは注 目 され る。 ズ ボ ロフ ス キ もそ の一 人 だ っ た が,ガ ヴ ォ'ント女 史 は筆 者 に宛 て

た手 紙 で 『ピウス ツ キ の共 同研 究 グ ル ー プ の なか で,ポ ドハ レの民 族 文 化遺 産 の収 集

に携 わ った者 に はギ ジ ツカGi乞ycka,B.,ス テ ツ キStecki,K,ウ ィ シツ キ 」Lisicki,

B.,な ど多 数 に のぼ った 。 タ トラ博 物 館 の収 集 物 で,絵,民 具,民 謡 の 歌 詞 と旋 律 の

よ うな典 型 的 な 民族 芸 術 品 が多 い の は,こ の た め で あ る。 ピウス ッ キの お 蔭 で博 物 館

の基 礎 と各 部 門 の 課 題 が設 定 され た 。彼 の死 後 長 い年 月 を か け て それ を 実 らせ た の が

ズ ボ ロ フス キ で あ った 。 ピ ウス ッ キ は山岳 地 帯 の民 族 学 的研 究誌"ポ ドハ レ年 報"の

出 版 を計 画 し,そ の 実現 に努 力 した が,こ れ は今 日ま で続 刊 され て い る』 と書 き送 っ

て きた。

ピゥス ツキが,直 接 的 に も,そ して ズ ボ ロ フス キを通 して間 接 的 に も,ポ ー ラ ン ド

民 族 音楽 学 に残 した 足 跡 に は無 視 で きぬ もの が あ る。 ま た作 曲界 へ の寄 与 も注 目 され

る。

文 献

 BRONOWICZ-CHYLIfiSKA, Teresa (ed.) 
   1958 Karol Szymanowski z  listow.  Polskie Wydawnictwo Muzyczne. 

 CHYBII4'  SKI, Adolf 
   1961 0 muzyce  gOrali  podhalanskich. In L. Bielawski (ed.), 0  polskiej  muzyce ludowej,  Polskie 

         Wydawnictwo Muzyczne. 
   1980  Szymanowski a Podhale.  Polskie Wydawnictwo Muzyczne. 

 Pizsupsxr, Bronislaw 
   1921 W sprawach Muzeum  Tatrzatiskiego. Rocznik  Podhalaliski. nr. 1 pp. 147-188. 

 KrakOw-Zakopane. 
SZYMANOWSKI, Karol 

   1984 0 muzyce  gOralskiej. In K. Michalowski (ed.), Karol Szymanowski  Pisma, Tom 1  Pisma 
         Muzyczne, Polskie Wydawnictwo Muzyczne, pp. 103-108. 

 ZBOROWSKI,  JUliusz 
   1972 0 zagadnieniach zbierania melodii ludowych. In J. Berghauzen (ed.), Pisma 

 Podhalaliskie Tom 1, Wydawnictwo Literackie Krakow, pp. 307-328.

115


